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黄土でのマグネタイトの生成・酸化と帯磁率変動

Magnetite formation and its subsequent oxidation in Chinese loess/paleosol sequences
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中国の黄土の帯磁率変動は過去２５０万年間の古気候のp r o x yであり，過去の降水量を反映している．中国東北
部から土壌化されていない黄土，完新世（Ｓ０）と最終間氷期（Ｓ１）の古土壌のサンプルを得た．低温での消
磁特性は，Ｓ０は酸化されていないm a g n e t i t eを含み，Ｓ１ではm a g n e t i t eはほぼ完全に酸化されている（i . e . ,
m a g h e m i t e )ことを示す．透過電子顕微鏡により，Ｓ０とＳ１に約0 . 0 7ミクロンの粒子が存在し，Ｓ１の粒子がよ
り浸食されていることが観察された．古土壌での帯磁率増加は，酸化されていない単磁区のマグネタイトが生成
し後に酸化される過程による．

中国の黄土の帯磁率変動は過去２５０万年間の古気候のp r o x yであり，過去の降水量を反映している．帯磁率の
変化は土壌化に伴って細粒（<0.1 micron)のmagnetiteもしくはmaghemiteが生成することによると考えられてきた．
私たちは今回中国東北部から土壌化されていない黄土，完新世（Ｓ０）と最終間氷期（Ｓ１）の古土壌のサンプ
ルを得た．帯磁率・ヒステリシス特性は，黄土高原の試料とよく似ている．5 Kで与えた飽和残留磁化の消磁特性
を5 - 1 5 0Ｋの範囲でほぼ連続的に測定した．低温での消磁特性には３つのタイプが認められた．Ｓ０は明瞭な
V e r w e y転移を示すが，土壌化されていない黄土は9 0 - 1 2 0 Kでの漸移的な変化を示し，Ｓ１はV e r w e y転移を示さな
い．この低温での消磁特性は，Ｓ０は酸化されていないm a g n e t i t eを含み，Ｓ１ではm a g n e t i t eはほぼ完全に酸化さ
れている（i.e., maghemite)ことを示す．透過電子顕微鏡により，Ｓ０とＳ１に約0.07ミクロンの粒子が存在し，Ｓ
１の粒子がより融蝕されていることが観察された．古土壌での帯磁率増加は，酸化されていない単磁区のマグネ
タイトが生成し後に酸化される過程による．


